
〈SJ23-11315より抜粋〉

ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から補償（＊）

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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　雪が少ない日々が続いておりましたが、やはり帳尻合わせのごとく盛り返してきました。。。早く春の訪れが来ないか
楽しみにしています。

※

『
明
る
い
社
会
』は
、赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
助
成
金
を
受
け
て
作
成
し
て
い
ま
す
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じぶんの町を
良くするしくみ。
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「生活福祉資金特例貸付調査から見る
 今後の借受者に対するフォローアップ支援」



特 集 生活福祉資金特例貸付調査から見る生活福祉資金特例貸付調査から見る
今後の借受者に対するフォローアップ支援今後の借受者に対するフォローアップ支援

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて、休業や失業等による収入の減少
があり、緊急かつ一時的な生計維持のための貸付を必要とする世帯に対し、令
和２年３月より全国で生活福祉資金特例貸付制度（以下、「特例貸付」という。）
による貸付が開始されました。この特例貸付は令和４年９月には貸付申請を終了しま
したが、借受人の中には今もなお、厳しい生活が続いている方もいるため、道社協お
よび市町村社会福祉協議会や自立相談支援機関等によるフォローアップ支援の強化が

求められています。そこで、今号では、道社協と北星学園大学との連携協定に
基づき実施した、「生活福祉資金特例貸付における相談体制のあり方に係る実態
調査（研究者：北星学園大学 松岡是伸教授）」から浮かび上がった課題等を踏ま
えて、今後のこうした借受人（世帯）に対する相談支援体制について考えます。

北
星
学
園
大
学　
社
会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科

松
岡 

是
伸 

教
授

り
方
の
検
討
に
つ
い
て
』
の
実
態
調
査
の

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
「
特
例

貸
付
」
の
現
状
や
課
題
、
今
後
の
相
談
体

制
等
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。２

．「
特
例
貸
付
」終
了
後

　

  

の
実
態
調
査
か
ら

⑴���

借
受
人
・
世
帯
の
生
活
困
難

の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
？

　

借
受
人
が
抱
え
る
生
活
困
難
な
状
況
で

最
も
多
い
の
は
、仕
事
の
減
少
・
減
収（
約

82
％
）
で
す
が
、
公
共
料
金
や
税
、
ク
レ

１
．生
活
福
祉
資
金

　

  

特
例
貸
付
の
概
要

　

COVID-19

の
蔓
延
に
対
す
る
感
染
症

対
策
・
生
活
支
援
策
の
一
環
で
生
活
福
祉

資
金
「
特
例
貸
付
」（
以
下
、特
例
貸
付
）

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
特
例
貸
付
で
は
、

主
に
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
申
請
窓

口
と
し
て
職
員
自
身
も
感
染
リ
ス
ク
を
抱

え
な
が
ら
の
膨
大
な
数
の
申
請
と
事
務
処

理
に
あ
た
り
、
貸
付
申
請
の
現
場
で
は
か

な
り
の
疲
弊
が
続
い
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
借
受
者
に
と
っ
て
は
、償
還（
返

済
）と
い
う
新
た
な
局
面
に
入
っ
て
お
り
、

こ
の
間
、
私
は
『
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸

付
に
お
け
る
生
活
困
窮
と
相
談
支
援
の
あ

「
特
例
貸
付
」
の
現
状
や
課
題
、

「
特
例
貸
付
」
の
現
状
や
課
題
、

��

今
後
の
相
談
体
制
等
に
つ
い
て

今
後
の
相
談
体
制
等
に
つ
い
て
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ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
等
の
滞
納
、
家
賃
滞
納
等

も
目
立
ち
ま
す
（
図
表
１
）。
そ
の
他
に

も
疾
病
や
健
康
面
、
家
族
関
係
、
暖
房
費

等
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
場
合
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
支
援
を
要
す
る
借
受
人
・
世
帯

の
生
活
困
難
は
仕
事
の
減
少
・
減
収
、
喪

失
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
岐
に
わ
た
り
複
合

化
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

2.0％（3件）
10.8％（16件）
16.2％（24件）

10.1％（15件）
6.1％（1件）
5.4％（8件）

0.7％（1件）
1.4％（2件）
1.4％（2件）
4.7％（7件）

16.2％（24件）
0.7％（1件）

32.4％（48件）
13.5％（20件）

32.4％（48件）
23.0％（34件）

2.7％（4件）
28.4％（42件）
31.1％（46件）

47.3％（70件）
41.2％（61件）

14.2％（21件）
33.1％（49件）

82.4％（122件）

24．その他
23．わからない

0％ 50％ 100％

22．家族関係のこと
21．介護のこと

20．ひきこもりのこと
19．不登校のこと

18．障がい者虐待のこと
17．高齢者虐待のこと
16．児童虐待のこと

15．DV（ドメスティックバイオレンス）のこと
14．子育てのこと

13．休園・休校のこと
12．病気のこと
11．障がいのこと
10．健康のこと

９．暖房費の不足
８．衣料品の不足
７．食費の不足

６．クレジットカードの滞納のこと
５．公共料金の滞納のこと
４．税金の滞納のこと
３．住宅ローンのこと
２．家賃滞納のこと

１．仕事の減少・減収のこと

出典：松岡是伸（2024）『生活福祉資金制度「特例貸付」における生活困窮と相談支援のあり方の検討（Ⅱ）第二部：量的調査（アンケート調査）
の結果から』，北星学園大学松岡研究室・北海道社会福祉協議会，12．

借受人（世帯）が抱える生活困難図表１

た
。こ
の
傾
向
は
２
０
２
２
年
調
査
の『
生

活
福
祉
資
金
制
度
特
例
貸
付
の
制
度
利
用

の
実
態
と
償
還
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』

（
拙
稿
）
で
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
、

経
年
的
に
複
合
的
な
生
活
困
難
を
抱
え
て

い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

⑵��「
特
例
貸
付
」終
了
後
の
借
受

人
・
世
帯
に
み
ら
れ
る
生
活

課
題
は
な
に
か
？

　

特
例
貸
付
終
了
後
の
借
受
人
の
生
活
課

題
は
、
い
く
つ
か
み
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の

な
か
で
も
金
銭
・
家
計
管
理
の
課
題
や
、

生
活
力
の
脆
ぜ
い

弱
じ
ゃ
く

性せ
い、
償
還
（
返
済
）
が

生
活
に
与
え
る
影
響
の
３
点
に
つ
い
て
着

目
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
第
１
に
、
金
銭
・

家
計
管
理
の
課
題
で
す
。
本
調
査
で
は
市

町
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
担
当
職
員
（
以

下
、
社
協
職
員
）
の
約
70
％
が
、
借
受
人

の
生
活
困
難
が
継
続
し
、
仕
事
や
収
入
が

不
安
定
な
状
況
に
あ
る
と
み
て
い
ま
す
。

そ
し
て
金
銭
・
家
計
管
理
の
課
題
で
は
、

家
計
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
い
こ
と
や
、

そ
も
そ
も
家
計
収
支
が
管
理
で
き
て
い
な

い
こ
と
、COVID-19

の
蔓
延
を
経
て
貸

付
や
給
付
金
に
頼
っ
た
生
活
の
設
計
に
な

っ
て
い
る
等
の
回
答
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、COVID-19

の
蔓
延
以
前
か
ら
既

に
金
銭
・
家
計
管
理
に
課
題
を
抱
え
て
い

た
世
帯
等
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
借
受
人
の
金
銭
・
家
計
管
理
を

支
え
る
相
談
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

第
２
に
、
借
受
人
の
生
活
力
の
脆
弱
性

で
す
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
金
銭
・
家

計
管
理
の
課
題
も
含
め
て
で
す
が
、
例
え

ば
、
償
還
（
返
済
）・
免
除
等
の
手
続
き

の
文
書
が
理
解
で
き
な
い
、
適
切
に
対
応

で
き
な
い
等
の
課
題
を
抱
え
る
人
々
が
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
調
査
結
果
で
も

約
58
％
の
社
協
職
員
は
、
何
ら
か
の
手
続

き
的
な
支
援
が
借
受
人
に
は
必
要
で
あ
る

と
回
答
し
て
い
ま
し
た
（
図
表
２
）。
ま

た
送
付
さ
れ
て
い
る
文
書
す
ら
見
て
い
な

い
場
合
も
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
一
部
は
、

未
応
答
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
こ
と
か
ら
借
受
人
の
生
活
力
の
脆
弱
性

も
う
か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
３
に
、
償
還
（
返
済
）
が
借
受
人
の

生
活
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
で
す
。
本

調
査
結
果
に
お
い
て
約
23
％
の
社
協
職
員
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※世帯によっては上記最大で200万円の償還（返済）が必要
※現在は貸付を終了

生活福祉資金特例貸付の
貸付金の償還（返済）（事務局整理）

図表3

は
、
償
還
（
返
済
）
に
よ
っ
て
借
受
人
の

生
活
が
「
悪
化
し
た
」
と
回
答
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
借
受
人
の
生
活
状
況
の
悪
化

は
、
人
口
規
模
が
３
万
人
以
上
に
な
る
と

増
加
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
借
受
人
の
生
活
が
悪
化
し
た
と
回
答
し

た
社
協
職
員
を
対
象
に
質
問
し
た
と
こ

ろ
、COVID-19

蔓
延
以
前
の
生
活
状
況

に
戻
っ
て
い
な
い
こ
と
や
、
仕
事
・
収
入

が
不
安
定
、多
重
債
務
等
と
い
う
よ
う
に
、

未
だ
に
多
く
の
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
に
償
還
（
返

済
）
が
重
な
っ
て
く
る
こ
と
で
借
受
人
の

生
活
困
難
が
深
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
危
惧
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
借
受
人

に
よ
っ
て
は
、
償
還
（
返
済
）
額
が
膨
大

で
「
総
合
支
援
資
金
を
重
ね
て
借
り
て
い

る
人
は
、
返
済
が
苦
し
く
な
る
」
等
と
い

う
回
答
も
あ
り
ま
し
た
（
図
表
３
）。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
償
還
（
返
済
）
が
借
受

人
の
生
活
の
悪
化
や
家
計
の
逼
ひ
っ

迫ぱ
く

等
を

招
く
恐
れ
が
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
ま
し

た
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
み
て
き

た
生
活
課
題
は
、
各
々
単
独
に
生
じ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
生

活
課
題
は
、
借
受
人
の
生
活
の
な
か
に
お

い
て
、
タ
イ
ト
に
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
ク
（
連

結
）
し
て
お
り
、
複
合
的
、
重
ち
ょ
う

畳
じ
ょ
う

的
な

生
活
困
難
・
課
題
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ

て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３
． ど
の
よ
う
な
相
談
支

援
・
そ
の
体
制
を
構

築
す
る
か

―
相
談
支
援
と

 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　

紙
幅
の
関
係
で
詳
細
に
述
べ
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
の
、
相
談
支
援
に
つ
い
て

は
主
に
２
つ
点
が
示
唆
で
き
ま
す
。
ひ
と

つ
は
、〝
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
沿
っ
た
長

期
的
な
相
談
支
援
と
体
制
の
構
築
〟
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
長
き
に
わ
た
る
償
還
（
返

済
）
の
間
に
借
受
人
は
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
の
変
化
を
迎
え
ま
す
。
例
え
ば
、
自
身

や
家
族
の
健
康
の
変
化
、子
ど
も
の
進
学
、

介
護
が
必
要
に
な
る
等
で
す
。
そ
の
よ
う

な
変
化
と
と
も
に
、
私
た
ち
は
支
援
を
届

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
借

受
人
が
困
っ
た
と
き
に
対
応
で
き
る
よ
う

な
関
係
づ
く
り
（
伴
走
的
な
支
援
）
や
、

困
難
を
抱
え
た
時
に
適
切
な
機
関
へ
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
る
体
制
構
築
も
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た

よ
う
な
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
借
受

人
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
も
充
実
し

て
い
き
ま
す
。
例
え
ば
、
伴
走
的
な
支
援

を
す
る
こ
と
で
、
順
調
に
償
還
（
返
済
）

し
て
い
る
借
受
人
が
何
ら
か
の
困
難
を
抱

え
た
際
、
社
協
に
相
談
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
償
還
（
返
済
）
が
順
調
で

は
な
い
、
も
し
く
は
未
応
答
世
帯
等
に
つ

い
て
も
同
様
で
、
借
受
人
と
コ
ン
タ
ク
ト

を
と
っ
た
り
、
多
機
関
と
の
情
報
共
有
で

き
る
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

出典：松岡是伸（2024）『生活福祉資金制度「特例貸付」における生活困窮と相談支援のあり方の検討（Ⅱ）第二部：量的調査（アンケー
ト調査）の結果から』，北星学園大学松岡研究室・北海道社会福祉協議会，17．

特例貸付の償還、免除等の手続きの際に、支援が必要な人々がいる図表２

9.5％（14人）

2.0％（3人）

29.7％（44人）

51.4％（76人）

7.4％（11人）

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

わからない

まったくいない

あまりいない

まあまあいる

大いにいる

特例貸付の貸付種類 最大貸付金 償還期間

緊急小口資金 20万円
※１回限り ２年以内

総合支援資金 180万円
※60万円×３回 10年以内

2024年度・明るい社会  第２号・④



生活福祉資金特例貸付調査から見る今後の借受者に対するフォローアップ支援特 集

富
良
野
市
社
協
の
相
談
体
制

1
　

富
良
野
市
社
協
で
は
６
名
体
制
で
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
の
断
ら
な
い
総
合
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
相
談
支
援
事
業
と
生
活

保
護
受
給
者
自
立
相
談
支
援
事
業
を
受
託

し
生
活
保
護
受
給
前
後
も
切
れ
目
の
な
い

相
談
支
援
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
や
生
活
支
援
体
制
整

備
事
業
も
受
託
し
、
生
活
困
窮
者
の
複
合

的
な
課
題
に
対
し
幅
広
い
支
援
を
行
え
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

他
機
関
と
の
連
携
・

�

ア
ウ
ト
リ
ー
チ

2
　

日
常
的
な
業
務
連
携
に
加
え
、
毎
月
定

例
で
市
の
福
祉
関
係
部
局
や
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
と
当
社
協
の
相
談
支
援
担
当
者
が

参
加
す
る
「
支
援
会
議
」
を
開
催
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
後
は
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
担

当
者
も
出
席
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
生
活
課
題
が
多
岐
に
わ
た

る
ケ
ー
ス
や
、
各
機
関
窓
口
に
て
把
握
し

た
介
入
前
の
心
配
な
ケ
ー
ス
を
共
有
し
、

要
支
援
ケ
ー
ス
を
見
逃
す
こ
と
な
く
、
早

期
に
多
機
関
協
働
に
よ
る
支
援
介
入
が
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

独
自
事
業
展
開

（
生
活
困
窮
者
サ
ポ
ー
ト
事
業

�

／
あ
ん
し
ん
預
か
り
事
業
）

3
　

富
良
野
市
社
協
で
は
生
活
困
窮
者
の
多

様
な
課
題
に
即
応
す
る
た
め
独
自
の
支
援

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
サ
ポ
ー
ト
事
業
は
市
内
３

法
人
協
働
に
よ
る
貸
付
事
業
で
、
10
万
円

以
下
の
貸
付
に
つ
い
て
は
社
協
単
独
で
審

査
を
行
う
た
め
、
早
急
柔
軟
な
貸
付
判
断

が
可
能
で
、
相
談
者
の
多
様
な
状
況
に
即

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
あ
ん
し
ん
預
か
り
事
業
は
身
寄

り
が
な
い
方
へ
の
権
利
擁
護
支
援
と
し
て

行
っ
て
い
る
金
銭
管
理
支
援
で
す
が
、
家

計
改
善
支
援
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
家
計

の
早
期
立
て
直
し
や
安
定
し
た
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

償
還
免
除
を
行
っ
た
コ
ロ
ナ

特
例
貸
付
の
借
受
人
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
事
例

4
　

特
例
貸
付
時
か
ら
離
婚
の
話
が
出
て
い

た
ケ
ー
ス
で
、
子
３
人
を
連
れ
て
別
居
を

開
始
し
た
も
の
の
低
収
入
で
生
活
が
厳
し

い
と
の
こ
と
で
再
相
談
に
至
り
ま
し
た
。

　

個
人
事
業
主
で
多
重
債
務
が
あ
っ
た
た

め
、
弁
護
士
へ
繋
ぎ
自
己
破
産
に
向
け
た

手
続
き
を
支
援
、
同
時
に
、
別
居
後
も
夫

が
離
婚
を
承
諾
せ
ず
、
児
童
手
当
の
手
続

き
が
停
滞
し
た
た
め
、
離
婚
及
び
婚
姻
生

活
費
分
担
調
停
申
し
立
て
に
つ
い
て
も
支

援
し
ま
し
た
。

　

転
居
し
た
現
住
居
は
老
朽
化
が
激
し
く

取
り
壊
し
が
決
ま
っ
て
お
り
、
今
後
の
住

居
、
就
労
、
養
育
な
ど
償
還
免
除
後
も
問

題
は
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
社
協
の
機
能
と
他
機
関
の
協
力

を
最
大
限
活
用
し
な
が
ら
安
定
し
た
生
活

の
獲
得
ま
で
引
き
続
き
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

し
て
い
く
予
定
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
富
良
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
体
制
に
よ
る

�

断
ら
な
い
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
確
立

市
町
村
社
協
の
取
り
組
み

富良野市社協の相談体制
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道内の福祉施設・事業所・
関係団体等の取り組みを
毎回ご紹介します

社会福祉法人
旭川隣保会
トキワの森

施設長／地口 ひとみ

〒070-0810
旭川市本町2丁目437番地80
TEL 0166-55-7061
FAX 0166-55-5880

〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目 かでる2・7 ４階
TEL  011-231-8000／FAX  011-231-8003
ホームページ　https://www.akaihane-hokkaido.jp/

社会福祉法人  北海道共同募金会 お問合せ

検 索赤い羽根　北海道

寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ 申込受付中
　北海道内各地のご当地キャラクターや景勝地をモチーフにした2024年度の寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ
につきまして、インターネット上の特設サイトよりお申込を受付けております。
　是非、ご協力をお願いいたします。

※１次募集、２次募集どちらも助成金決定後～2026年3月31日の期間実施する活動に対しての助成金になります。
　なお、助成金決定以前の活動をさかのぼって対象とすることはできません。

北海道の赤い羽根共同募金　赤い羽根ピンバッジ　特設サイト
（サイト運営：㈱ＴＫＣ）

※申込受付： 2025年３月31日（月）まで
　https://akaihanehkd.official.ec/

赤い羽根共同募金からのお知らせ

「赤い羽根共同募金助成金」1次募集について
　北海道共同募金会では、安心・安全で住みよい福祉のまちづくりのため、
住民が自発的・組織的に行う創造性豊かな社会貢献活動や、地域における子
育て支援活動など、柔軟かつ多様な福祉活動を行っている団体・グループを対象に、助成事業の公募を年２回行って
います。（１次募集：３月／２次募集：９月）

※「赤い羽根共同募金助成金募集(応募)要領」ならびに「申請書様式・記入例」は、北海道共同募金会ホームページ「助成情報」から
　ダウンロードが可能です。

助成の対象

● 募集概要
1.北海道内で活動する「住民団体やグループ」で活動実施に要する資金の確保に困難をきたしている団体。
2.自主性（特定の企業、政党、宗教団体などから独立して運営）をもって運営され、非営利並びに情報公開の実施を原
則としている団体。

助成の対象
となる費用

募集、決定、
交付時期に
ついて

応募方法

助成限度額

活動のため必要な会議費、研修費、備品・機材等の購入費、ＰＲ資料などの作成費、また、活動団体の運営に最低限
必要な経費。
※下記の費用は助成対象として認められません。
　飲食費、講師謝礼、報酬、人件費、建物の増改築、附帯設備の整備、高額高機能な機器・備品や作業機械等、研修旅行費、高額な交通費等

１団体あたりの助成限度額は50万円を限度とします。
※助成金を運用できる期間は原則として単年度となります（交付日～2026年3月迄）
※選考の結果、助成額が要望額より減額することがあります。

募集（応募）要領に基づき、規定の様式により要望内容を書類で提出していただきます。

２次募集
１次募集

９月１日～30日
３月１日～31日

11月中旬
５月中旬 決定から１ヶ月以内

募集時期 決定時期 交付時期

▶https://www.akaihane-hokkaido.jp/jyosei/jyoseiinfomation/

　

母
子
生
活
支
援
施
設
と
は
、
母
と
子
が
一
緒

に
入
所
し
て
生
活
で
き
る
唯
一
の
児
童
福
祉
施

設
で
す
。

　

母
子
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
せ
る
環
境
を
提

供
し
、
そ
の
生
活
全
般
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

母
子
が
目
的
を
持
っ
て
自
立
で
き
る
よ
う
に
一

緒
に
考
え
、
心
に
寄
り
添
う
こ
と
を
大
切
に
し

て
い
ま
す
。

　

旭
川
隣
保
会
ト
キ
ワ
の
森
は
、
平
成
20
年
に

建
て
替
え
が
完
了
し
、
20
世
帯
の
受
け
入
れ
を

30
世
帯
に
拡
大
し
ま
し
た
。

■
ト
キ
ワ
の
森
で
の
生
活

　

朝
は
、
に
ぎ
や
か
に
「
い
っ
て
き
ま
す
」
と

保
育
園
や
学
校
、
職
場
に
向
か
っ
て
行
き
ま

す
。
学
校
か

ら
帰
っ
て
来

る
と
施
設
内

で
の
学
童
保

育
が
始
ま
り

ま
す
。
小
さ

い
頃
か
ら
兄

弟
の
よ
う
に

過
ご
し
て
き

た
子
ど
も
た

ち
は
、
時
に
は
ケ
ン
カ
を
し
な
が
ら
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
プ
ー
ル
や
大
き
な

公
園
に
遊
び
に
行
っ
た
り
、
冬
に
は
雪
遊
び
を

し
た
り
と
戸
外
遊
び
を
中
心
に
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
ス
で
旭
山
動
物
園
に
行
き
、
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
見
学
を
行
い
、
動
物

の
生
態
を
知
る
良
い
機
会
に
も

な
り
ま
し
た
。
夏
に
は
キ
ャ
ン
プ

に
行
き
、
海
水
浴
や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
い

ち
ご
摘
み
を
楽
し
み
、
冬
の
キ
ャ

ン
プ
で
は
、
わ
か
さ
ぎ
釣
り
や
犬

ぞ
り
体
験
、
星
空
観
察
な
ど
、
北

海
道
の
四
季
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。

■
地
域
と
の
交
流

　

地
域
と
の
関
わ
り
が
減
り
、
孤
立
す
る
家
庭

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ト
キ
ワ
の
森
で
は
、

地
域
世
帯
の
子
育
て
の
息
抜
き
に
な
る
よ
う
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
・
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ

イ
事
業
で
１
歳
～
中
学
生
ま
で
の
保
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々
が
必
要
と
し
て
く
れ

て
お
り
、「
家
も
楽
し
い
け
ど
、
こ
こ
も
楽
し

い
ね
」
と
子
ど
も
に
言
わ
れ
、
う
れ
し
い
気
持

ち
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
徐
々
に
以
前
の
よ
う
な

行
事
の
規
模
に
戻
っ
て
来
て
い
ま
す
。
特
に
今

年
の
夏
祭
り
で
は
、
退
所
者
、
退
職
者
、
地
域

の
方
々
を
呼
ん
で
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
、

初
の
試
み
で
『
も
ち
ま
き
』
を
し
ま
し
た
。

「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聴
く

こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
い
限
り
で
し
た
。
冬
の

ク
リ
ス
マ
ス
会
も
た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。
幼
児
の
遊
戯
や
小
学
生
の
劇
を
見
て
子

ど
も
た
ち
の
成
長
の
早
さ
に
驚
い
た
と
共
に
大

き
く
感
動
し
ま
し
た
。

　

退
所
者
や
退
職
者
は
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合

わ
せ
、
思
い
出
話
や
自
分
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
な
ど
の
話
に
花
を
咲
か
せ
、
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
行
っ
て
き
た
行
事
や
支
援
は
、
コ

ロ
ナ
禍
を
経
て
振
り
返
り
、
見
直
し
を
行
い
、

新
し
い
行
事
を
取
り
入
れ
て
支
援
の
方
法
も
変

化
し
て
い
ま
す
。
長
い
歴
史
に
あ
ぐ
ら
を
か
く

こ
と
な
く
、
日
々
の
振
り
返
り
を
大
切
に
し
、

利
用
者
の
豊
か
な
自
立
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

2024年度・明るい社会  第２号・⑥



道内の福祉施設・事業所・
関係団体等の取り組みを
毎回ご紹介します

社会福祉法人
旭川隣保会
トキワの森

施設長／地口 ひとみ

〒070-0810
旭川市本町2丁目437番地80
TEL 0166-55-7061
FAX 0166-55-5880

〒060-0002  札幌市中央区北２条西７丁目 かでる2・7 ４階
TEL  011-231-8000／FAX  011-231-8003
ホームページ　https://www.akaihane-hokkaido.jp/

社会福祉法人  北海道共同募金会 お問合せ

検 索赤い羽根　北海道

寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ 申込受付中
　北海道内各地のご当地キャラクターや景勝地をモチーフにした2024年度の寄付金つき赤い羽根ご当地ピンバッジ
につきまして、インターネット上の特設サイトよりお申込を受付けております。
　是非、ご協力をお願いいたします。

※１次募集、２次募集どちらも助成金決定後～2026年3月31日の期間実施する活動に対しての助成金になります。
　なお、助成金決定以前の活動をさかのぼって対象とすることはできません。

北海道の赤い羽根共同募金　赤い羽根ピンバッジ　特設サイト
（サイト運営：㈱ＴＫＣ）

※申込受付： 2025年３月31日（月）まで
　https://akaihanehkd.official.ec/

赤い羽根共同募金からのお知らせ

「赤い羽根共同募金助成金」1次募集について
　北海道共同募金会では、安心・安全で住みよい福祉のまちづくりのため、
住民が自発的・組織的に行う創造性豊かな社会貢献活動や、地域における子
育て支援活動など、柔軟かつ多様な福祉活動を行っている団体・グループを対象に、助成事業の公募を年２回行って
います。（１次募集：３月／２次募集：９月）

※「赤い羽根共同募金助成金募集(応募)要領」ならびに「申請書様式・記入例」は、北海道共同募金会ホームページ「助成情報」から
　ダウンロードが可能です。

助成の対象

● 募集概要
1.北海道内で活動する「住民団体やグループ」で活動実施に要する資金の確保に困難をきたしている団体。
2.自主性（特定の企業、政党、宗教団体などから独立して運営）をもって運営され、非営利並びに情報公開の実施を原
則としている団体。

助成の対象
となる費用

募集、決定、
交付時期に
ついて

応募方法

助成限度額

活動のため必要な会議費、研修費、備品・機材等の購入費、ＰＲ資料などの作成費、また、活動団体の運営に最低限
必要な経費。
※下記の費用は助成対象として認められません。
　飲食費、講師謝礼、報酬、人件費、建物の増改築、附帯設備の整備、高額高機能な機器・備品や作業機械等、研修旅行費、高額な交通費等

１団体あたりの助成限度額は50万円を限度とします。
※助成金を運用できる期間は原則として単年度となります（交付日～2026年3月迄）
※選考の結果、助成額が要望額より減額することがあります。

募集（応募）要領に基づき、規定の様式により要望内容を書類で提出していただきます。

２次募集
１次募集

９月１日～30日
３月１日～31日

11月中旬
５月中旬 決定から１ヶ月以内

募集時期 決定時期 交付時期

▶https://www.akaihane-hokkaido.jp/jyosei/jyoseiinfomation/
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②市町村社会福祉協議会の取り組み ①市民活動団体の取り組み

北海道社会福祉総合基金一般公募助成金を活用し、地域で
支え合い地域を元気にする市民活動団体・活動をご紹介

道内の市町村社協における
独自の取り組みや活動を紹介

★特定非営利活動法人恩おくり★
代表者名：岩本　希
設立年月日：2024年2月14日
　　　　　　　　　（任意団体としては2022年11月に発足、12月から活動開始）
会員数：34名
連絡先：江別市大麻扇町3番地の16
　TEL：080-9279-5251 メール：npo.onkuri@gmail.com

☆北海道社会福祉総合基金とは☆
　昭和48年に民間福祉事業の進展のために設立された北海道社会福祉
協議会で管理・運営している基金です。基金の運用益を活用しながら、道
内の児童、障がい者、高齢者、地域福祉、生活困窮者分野に対する様 な々
福祉活動を行う団体への助成事業を進めています。

特定非営利活動法人恩おくり
おんくりカフェ・おんくり食堂・
支え合い講習会・支え合い交流会

　法人運営や地域福祉、高齢勤労者対策事業を担当する企画総務係、訪問介護や地
域支援を行う介護福祉係、居宅介護支援事業所や成年後見支援センター、生活困窮
者対策事業を行う福祉相談係の３つの係があり、正職員、臨時職員含め15名で業
務を行っています。住民の皆様が住み慣れたまちで安心して生活することができる
よう地域福祉活動を推進してまいります。

鹿追町社協職員ってどんな人？？鹿追町社協職員ってどんな人？？鹿追町社協職員ってどんな人？？

●所在地等：〒081-0222 河東郡鹿追町東町４丁目２番地１ 鹿追町トリムセンター内
　電話・FAX：0156-69-7700　HP：https://www.shikaoi-shakyo.jp

　北海道内の179市町村には、各市町村に社会福祉協議会（略称：社協）があり、地域住民の皆様とともに、福祉のまち
づくり活動を行っています。今号では、鹿追町社協が行っている取り組みについてご紹介します。

鹿追町社会福祉協議会の活動を紹介します（代表者：会長　白川 悦子）

令和6年度北海道社会福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会）受賞

　特定非営利活動法人
恩おくりは、江別市に
おいて「誰もが支え合
い、安心して暮らし続
けられる社会」を目指
し、大麻扇町商店街の
空き店舗を活用して活
動を展開しています。地域の居場所「恩ちゃん家」では、
誰もが気軽に集える「恩カフェ」の開放や、みんなで作
って食べる子ども食堂・地域食堂を運営しています。ま
た、江別市内で唯一のフードバンクとして、市内の子ど
も食堂や関係機関と連携し「フードサポートネットワー
クえべつ」（仮称）の構築を進めており、各子ども食堂
が地域に根差した生活支援の拠点となるよう支援してい
ます。

●基金を活用した事業
　①地域の居場所恩カフェの運営
　②子ども食堂・地域食堂の運営
　③ヤングケアラー講習会、交流会の開催
　④広報活動
●良かった点
　�　子どもたちが我慢せずお腹いっぱい食事ができたこ
とが最大の成果でした。ヤングケアラー講習会で学ん
だことを活かし、若者へのさりげないサポートが実現
でき、また活動を広く周知する広報物も作成できまし
た。

　拠点となっている大
麻扇町商店街は、古く
から地域住民の生活を
支えてきた小さな商店
街ですが、高齢化や後
継者不在により衰退化
が課題となっていま
す。この課題に対し、
定期的なイベント開催
や「家庭菜園０円マー
ケット」の実施など、
商店街の活性化に取り
組んでいます。また、

大学生など地元の若者たちと協働し、多世代交流の場と
しての機能も強化しています。
　活動に参加する大学生の中には、潜在的な課題を抱え
る方も少なくありません。ヤングケアラーや自己肯定感
の低さなど、様々な生活課題を背景に「生きづらさ」を
抱える若者もいます。当法人の活動を通じて、異世代と
の交流や多様な経験を積むことで、社会への旅立ちに向
けた不安の軽減を目指しています。
　当法人には多世代のボランティアメンバーが関わって
おり、「みんなで作るみんなの居場所」として、誰もが
役割を持ち、自分を認められる場づくりを心がけてい
ます。この活動を通
じて、互いに優しさ
を送り合う喜びを感
じ、支え合いが当た
り前の社会づくりに
つながることを願っ
ています。

　私たちは誰もが優しさを送り合い、安心して暮らし続け
られる支え合いの社会をつくることを目標に様々な活動に
取り組んでいます。活動を通して世代を超えてつながり、
誰ひとり取り残さない、100年後も笑顔あふれるまちづく
りを目指しています。
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②市町村社会福祉協議会の取り組み ①市民活動団体の取り組み

北海道社会福祉総合基金一般公募助成金を活用し、地域で
支え合い地域を元気にする市民活動団体・活動をご紹介

道内の市町村社協における
独自の取り組みや活動を紹介

★特定非営利活動法人恩おくり★
代表者名：岩本　希
設立年月日：2024年2月14日
　　　　　　　　　（任意団体としては2022年11月に発足、12月から活動開始）
会員数：34名
連絡先：江別市大麻扇町3番地の16
　TEL：080-9279-5251 メール：npo.onkuri@gmail.com

☆北海道社会福祉総合基金とは☆
　昭和48年に民間福祉事業の進展のために設立された北海道社会福祉
協議会で管理・運営している基金です。基金の運用益を活用しながら、道
内の児童、障がい者、高齢者、地域福祉、生活困窮者分野に対する様 な々
福祉活動を行う団体への助成事業を進めています。

特定非営利活動法人恩おくり
おんくりカフェ・おんくり食堂・
支え合い講習会・支え合い交流会

　法人運営や地域福祉、高齢勤労者対策事業を担当する企画総務係、訪問介護や地
域支援を行う介護福祉係、居宅介護支援事業所や成年後見支援センター、生活困窮
者対策事業を行う福祉相談係の３つの係があり、正職員、臨時職員含め15名で業
務を行っています。住民の皆様が住み慣れたまちで安心して生活することができる
よう地域福祉活動を推進してまいります。

鹿追町社協職員ってどんな人？？鹿追町社協職員ってどんな人？？鹿追町社協職員ってどんな人？？

●所在地等：〒081-0222 河東郡鹿追町東町４丁目２番地１ 鹿追町トリムセンター内
　電話・FAX：0156-69-7700　HP：https://www.shikaoi-shakyo.jp

　北海道内の179市町村には、各市町村に社会福祉協議会（略称：社協）があり、地域住民の皆様とともに、福祉のまち
づくり活動を行っています。今号では、鹿追町社協が行っている取り組みについてご紹介します。

鹿追町社会福祉協議会の活動を紹介します（代表者：会長　白川 悦子）

令和6年度北海道社会福祉協議会会長表彰（優良社会福祉協議会）受賞

鹿追町について
　鹿追町は、北海道中央部にある
大雪山国立公園の南麓にあり、十
勝平野の北西部に位置していま
す。人口は約5,000人で、畑作・
酪農（畜産）が基幹産業として営
まれています。北部の大部分は国
有林ですが、天空の湖とも称され
る「然別湖」があり四季折々の風景が楽しめるとともに、
冬の時期にだけ現れる幻の村「しかりべつ湖コタン」で
は、大自然と調和した神秘的な世界観を感じることがで
きます。2013（平成25）年には十勝で唯一のジオパーク
として認定を受け、国内のジオパークで唯一「凍れ」を
テーマに掲げた活動が行われ、鹿追町ならではの町づく
りが進められています。

鹿追町生活あんしん相談窓口の設置
　鹿追町では、8050問題やごみ屋敷問題、ヤングケアラ
ー問題など、困難事例ケースの対応を、行政と社協で協
働し、重層的支援体制整備事業を活用しながら支援体制
整備を進めることとしました。
　令和４年度からは、町からの受託事業により社協内に
「鹿追町生活あんしん相談窓口」を設置し、生活困窮者
に対する生活や就労等の相談支援を進めているところで
す。なお、早急に対応しなければならないケースや、家庭
内で複合的に問題を抱える複雑なケースなど対応が難し
い事例もあり、関係機関の協力を得ながら進めています。
　さらに、令和５年から新たに社会福祉士を採用し、相
談支援包括化推進員として、町及び関係機関と連携を図
りながら、本町の福祉重層支援の取り組みを進め、情報
収集や支援ニーズの把握、社会資源との調整を行ってお
り、属性を問わずつながり続ける伴走型支援体制を構築
して取り組んでいるところです。

居宅介護支援事業所の設置
　令和４年度に、居宅介護支援事業所「ケアプランセン
ターしかおい社協」を立ち上げ、介護サービスの相談や
適切なサービスの提案、ケアプランの作成など、新たに
介護支援専門員（ケアマネージャー）を採用して対応し
ています。要介護認定者が、住み慣れた町や自宅で自立
した生活が送れるよう支援しています。

鹿追町成年後見支援センターの設置
　令和５年４月よ
り、町の委託を受け
て同センターを開設
し、成年後見制度に
関する相談支援や利
用支援、普及啓発活
動などを行うととも
に、法人後見業務も

受任しています。また、身近な立場で支援する市民後見
人の養成講座を開催し、支援体制の構築の取り組みを進
めています。

　この他にも、ひ
とり暮らし世帯を
対象にした「わく
わくバスツアー」
や70歳以上の方を
対象とした「ふれ
あい給食事業」、
ご本人やご家族に
代わって金銭管理
を行う「あんしんお預かりサービス」など社協独自の事
業も展開し、住民にとって身近な福祉サービスの提供も
行っています。
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12月26日
株式会社ツルハホールディングス

クラシエ株式会社
12月3日

札幌「999の第九」の会
11月5日

一般社団法人生命保険協会 札幌協会

贈
呈
式

たくさんのご支援ありがとうございました。

寄付の受入状況

（令和６年９月１日～令和７年１月31日まで）

◎本会へのご寄付をいただきました。
年　月 寄 付 者（団体）名 寄　付　先 寄 付 内 容

令和6年9月～
令和7年1月 一般社団法人いいことファーム 北海道社会福祉総合基金 金 242,400円

令和6年9月～
令和7年1月 株式会社日本トリム 北海道社会福祉総合基金 金 421,300円

令和6年12月 ブックオフコーポレーション株式会社 北海道社会福祉総合基金 金 9,006円

（敬称略）

年　月 寄 付 者（団体）名 寄　付　先 寄 付 内 容

令和6年10月～
令和6年11月 一般社団法人生命保険協会　札幌協会

浦臼町社協、
特別養護老人ホームみのりの里 共和、
障がい者就労支援の会

福祉巡回車、車いす、
名刺断裁機一部費用

令和6年10月～
令和6年11月 一般社団法人生命保険協会　苫小牧協会

長沼町社協、新冠町社協、
特別養護老人ホームアポロ園、
障害福祉サービス事業所 i・box

ノートパソコン、
パソコン機器一式、マットレス、

発電機一部費用

令和6年12月 札幌「999人の第九」の会 北海道ボランティア・市民活動センター 金 50,000円

令和6年12月 住友生命保険相互会社　札幌支社 石狩市社協 タオル　249本

令和6年12月 NECソリューションイノベータ株式会社 子ども食堂 金 11,490円

令和6年12月 株式会社ツルハホールディングス、
クラシエ株式会社

紋別市、深川市社協、斜里町社協、
浜中町社協、猿払村社協 車いす　15台

令和6年9月～
令和7年1月 株式会社セブン－イレブン・ジャパン 道内市町村社協８か所 食料品、雑貨類

◎社会福祉施設等へのご寄付をいただきました。 （敬称略）

寄付・寄贈の
ご報告
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北海道社会福祉協議会
北海道障がい者就労支援センター

授産製品紹介

道内の障がいを持った方々が、そ
の人の個性や能力に合わせなが
ら、施設や作業所で、自立生活に
向けた作業・訓練の一環として
作っている製品をご紹介します。

＜ナイスハートネット北海道からお申し込みいただけます＞
　北海道社会福祉協議会では、北海道が推進する「障がい者就労支援推進計画」に基づき、企業や団体と授産事業所を
マッチングさせ、授産事業所等の商品、役務を広く企業や団体の方にご利用頂くためにホームページを開設していま
す。今回ご紹介した商品も取り扱っており、ホームページ上で仮申し込みができます。
（ホームページ上では決済できないため、申し込みを一旦道社協において受け付け、事業所へ発注します。）

　ホームページアドレス　http://nice-heart-net.jp/ ナイスハートネット 検 索
クリック

２ 社会福祉法人北光福祉会
就労継続支援Ｂ型事業所遊友ほたる
� ［遠軽町］

問い合わせ先

社会福祉法人藻岩この実会
お菓子工房NOIX
札幌市南区中ノ沢１丁目11-11

TEL 011-578-2224
ホームページ　https://noix.moiwakonomikai.com

１ 社会福祉法人藻岩この実会
お菓子工房NOIX� ［札幌市］

紋別郡遠軽町生田原安国347番地2

問い合わせ先

社会福祉法人北光福祉会
就労継続支援Ｂ型事業所遊友ほたる

TEL 0158-46-2460
メール　hotaru@hokko-fukushi.or.jp

・ゆめちから100％食パン� 470円

・この実クッキー
　　（プレーンミックス、フルーツミックス）� 330円

・もいわクッキーシュー� 180円

商 品 名 （すべて税込）

　当法人は、手作り焼き菓子とパンの店「お菓子工房ＮＯＩＸ」を運営して
います。
　お菓子工房ＮＯＩＸでは、障がいを持った方々の就労支援事業所として、
道産小麦を使用した食パンや焼き菓子、シュークリームなど生菓子の製造、
販売を行っております。
　道産小麦「ゆめちから」を100％使用した食パンは一番の人気商品で、ミ
ルク風味のしっとり、もっちりとした食感が特徴です。大変有難いことにた
くさんのお客様にリピートしていただいております。
　また、焼き菓子は当店看板商品である「この実クッキー」が一番人気で、チョコチップやアーモンドを使ったプレーンミッ
クスと、オレンジピールやレーズンを使ったフルーツミックスの２種類をご用意しており、一袋で様々な味を楽しめる商品に
なっております。
　「この実クッキー」のプレーン生地を使った「もいわクッキーシュー」は、生クリームと合わせたカスタードクリームを１
つ１つ手作業で丁寧にお詰めしており、サクサクの生地が特徴です。
　今回ご紹介した商品以外にも多数店頭に商品が並んでおります。店頭ではご予約やお取り置きも承っておりますので、お気
軽にお問合せください。
　なお、「この実クッキー」は店頭にて販売しているほか、元気ショップや南区のお祭り、イベント等でも販売しております。

　オホーツク海やサロマ湖にほど近い
遠軽町にある遊友ほたるは、知的に障
がいのある方たちの就労支援の場所と
して、主に木工製品の製造や販売を行
っています。
　かつて、林業が盛んであった頃に誕
生したウッドクラフトを継承しなが
ら、一つひとつ手作りで木工製品を製
作しています。

商 品 名 （すべて税込）

・まな板
　（280㍉×20㍉×180㍉等）� 各種 860円

・なべしき
　（230㍉×20㍉×170㍉等）� 各種 730円

・犬車
　（85㍉×35ミリ×55㍉）� 3,900円

・ミニカー
　（85㍉×35㍉×55㍉等）� 各種 1,050円

・動物車
　（95㍉×25㍉×170㍉等）�� 各種 1,300円

・ハッカスプレー（12㎖）� 1,080円
・ハッカ油（30㎖）� 1,200円
・ハッカ油（100㎖）� 2,800円

　木材は、道産の栓の木を使用し、木の美しい木目、さらに丁寧に磨きをか
けた製品は優しい手触りで、自然の温もりを感じていただけるものになって
います。
　種類も豊富で、小さなお子様が乗って遊べる木馬や三輪車、手に取って遊
べるミニカー、動物車といった玩具、また、日用品として使用できるまな板、
鍋敷き、キーホルダーなどもあります。
　また、一本一本丁寧に瓶詰め・ラベル張り・化粧箱詰も行っている天然の
植物オイル「ハッカ油」も販売しています。こちらは、虫除け効果、消臭効
果、リラックス・目覚まし効果など色々な用途でお使いいただいております。
　これらの商品は、当事業所内で販売しているほか、新千歳空港ターミナル
ビル内にある店舗、元気ショップいこ～る（ＪＲ札幌駅西コンコース１階）、
道の駅まるせっぷ木芸館、流氷硝子館（網走）等でも販売（一部、ウッドク
ラフトのみ）しております。
　当事業所に直接ご連絡いただければ、地方発送も承っておりますので、お
気軽にお問い合わせください。
　オホーツクの大地や爽やかな風にのせて、素敵な商品を道内や全国へお届
けします。

2024年度・明るい社会  第２号・⑪
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から補償（＊）

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

https://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検 索

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の 9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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　雪が少ない日々が続いておりましたが、やはり帳尻合わせのごとく盛り返してきました。。。早く春の訪れが来ないか
楽しみにしています。
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じぶんの町を
良くするしくみ。

赤い羽根共同募金
ここにも役立てられています
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「ほっとチャンネル」②社会福祉協議会の取り組み
寄付・寄贈のご報告
授産製品紹介「きらきらマルシェ」
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